
令和2年度事業報告〔概要版〕①

●国への要望

中小企業の発展や、都市基盤整備の充実に向けた、
各種提言や要望活動を行った。

１．地域振興のための意見・政策提言活動の展開

1.「福山道路整備等建設事業の提言活動」
　　　・・・・・[福山道路整備促進期成同盟会]【令和2年10月1４日】

2.「福山港機能強化に関する要望活動」及び
　「福山道路整備促進に関する要望活動」
　　　・・・・・[福山道路整備促進期成同盟会・ＪＦＥスチール㈱西日本製鉄所
　　　　　　　他２社]【令和2年10月30日】

3.「令和３年度税制改正に関する要望」
　　　・・・・・[福山商工会議所]【令和2年12月2日】

4.「中小企業・小規模事業者の事業継続支援と
　　地域活性化に関する決議要望」
　　　・・・・・[広島県商工会議所連合会]【令和2年12月3日】

●広島県への要望
1.「新型コロナウイルス感染症の影響拡大に伴う
　　寄附の受入窓口設置の要望」
　　　・・・・・[広島県商工会議所連合会]【令和2年5月8日】

2.「福山道路整備等建設事業の提言活動」
　　　・・・・・[福山道路整備促進期成同盟会]【令和2年10月14日】

3.「中小企業・小規模事業者の事業継続支援と地域活性化
　　に関する決議要望」
　　　・・・・・[広島県商工会議所連合会]【令和2年12月3日】

4.「令和３年度小規模企業対策予算の確保に関する要望」
　　　・・・・・[広島県商工会議所連合会]【令和2年12月9日】

5.「広島県東部港湾（福山港・尾道糸崎港）整備
　　に関する要望活動」
　　　・・・・・[福山商工会議所他６者]【令和2年12月25日】

●福山市への要望
１．福山市産業支援者連絡会議を通じた要望

事業者・従業員が正しい知識
を習得し、感染防止対策を実
践する、安心・安全な事業所
であることをPR

《感染防止のためのeラーニング》

職場におけるコロナ感染症の発生予防、発生時、
終息に向けての各段階での対策を明確に示すこと
で円滑な事業活動に繋げる。

ア）「新型コロナウイルス感染症対策ガイドラ
　   イン～職場編～」の作成及び周知について

《風評被害の払拭の取組み》
感染者が発生した事業所がガ
イドラインに沿った対応を行
い、安全に十分な配慮がなさ
れたことを、福山市保健所が
認定

イ）新型コロナウイルス感染症の影響下にある
　　事業所・店舗等への衛生対策（感染防止対
　　策）費用の補助及び認定書の発行について

※７月１日より事業化

ウ）持続化補助金の対象事業所・対象経費の
　  拡充について

エ）雇用調整助成金等の手続きの簡素化と申  
　　請のための社会保険労務士への手続き費
　　用の補助について小規模事業者だけでなく中小企業も対象に。また、

業務効率化、固定費削減なども補助対象になるよ
う範囲を拡充。※7月1日より事業化

※５月18日より事業化

【新型コロナウイルス感染症関連】

▲宮沢参議院議員に要望書を手交
（令和2年10月30日）

▲小林衆議院議員に要望書を手交
（令和2年10月30日）

▲令和３年度税制改正チラシ

▲齋藤広島県土木建築局長に要望書を手交
（令和2年10月14日）
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令和2年度事業報告〔概要版〕②

新型コロナウイルス感染症の影響もあり、地方で働きたいと希望する人が増えているこの機
会を捉え、地元企業の競争力を強化するため優秀な人材確保についての支援を要望。都市部
で働く20歳代から50歳代以上のベテランも対象にした職業体験プログラム、「FUKUYAMA
インターン」が創設された。

３．人材確保について（「FUKUYAMAインターン」の創設）

２．第52回経済行政懇談会 【令和2年11月27日】

新型コロナウイルス感染拡大防止と社会経済活動
の両立環境の整備に向け、福山市、福山市議会、
当所のトップが活発な意見交換を行った。

〇景気観測調査では、5月総合DIが△51．4とリーマ
　ンショック時以来11年ぶりの△50超となった。

〇「出張・海外渡航の制限」、「在宅勤務・テレワ
　　ーク」などの経営課題が浮き彫りになった。

〇11部会からのヒアリング結果を踏まえ、
　・雇用調整助成金の特例措置延長について
　・市内企業間でのビジネス・人材マッチング支　
　　援について
　・支援策のWeb申請に対する支援窓口の措置に　
　　ついて
　・IoT化への支援について
　などの要望について、今後行政と協議していきたい。

〇福山市産業支援者連絡会議を通じて要望し実現し
　た「福山市新型コロナウイルス感染症対策ガイド
　ライン―職場編―eラーニング」の周知・勧奨に注
　力する。

●当所からの発言概要

●福山市からの説明概要
・コロナ禍での事業者支援の取組について
・コロナ関連融資の独自利子補給について
・幹線道路の整備促進について

当所会員の大半を占める小規模事業者に対して、経営指導員が中心となり金融、税務、記
帳、労務などの基本的な相談をはじめ、各種助成金・補助金の活用、経営計画策定、販路開
拓、創業支援など、福山地域中小企業支援センターの専門家と連携し重層的・複合的な経営
相談を実施した。また、昨年度に引続き新型コロナウイルス感染症に関する相談に注力した
結果、窓口相談の件数は対前年度比約1.8倍に急増した。

２．中小・小規模企業の成長と経営力の強化

経営相談実績の推移 巡回相談 窓口相談 窓口相談種別割合（総相談件数：3,990件）

2,2862,286
2,5752,575

0

1,000

平成28年度 平成29年度

2,2782,278
2,6032,603

平成30年度

1,5431,543

2,0872,087

（件数） 2019年度

1,4191,419

2,2222,222

2,000

3,000

令和2年度

810810

3,9903,990
4,000

新型コロナウイルス感染症対策

令和2年1月29日に設置し、影響を受ける中小・小規模事業者に対し支援施策などの情報提
供を行うとともに、国・県・市等が次々と支援施策を創設するなか、申請相談などに丁寧に
対応した。　【令和２年度実績】相談件数　1,376件

●新型コロナウイルスに関する経営相談窓口

持続化給付金
小規模事業者持続化補助金（一般型・コロナ特別対応型）
家賃支援給付金
雇用調整助成金
緊急事態宣言の影響緩和に係る一時支援金
ものづくり・商業・サービス生産性向上促進補助金
中小企業等事業再構築促進事業補助金
ＩＴ導入補助金
広島県感染拡大防止協力支援金
広島県頑張る飲食店応援金
広島県テイクアウト・デリバリー参入促進事業助成金
広島県頑張る飲食店納入事業者応援金
福山市感染症対策設備導入支援事業補助金
福山市事業オンライン化支援事業補助金
福山市課題解決型経営基盤強化支援事業補助金
福山市テイクアウト・デリバリー参入応援事業補助金
第２次福山市感染症対策設備導入支援事業補助金

391
387
123
73
51
11
10
9
85
7
5
4
19
17
16
5
4

給付金・支援金等 支援者数

補助金
32.7%

経営全般
26.5%

その他
16.0%

0.1%
取引

0.6%
情報化

6.9%
金融

8.0%
労働

9.3%
税務

▲福山市、福山市議会、当所のトップがコロナ禍対策、
　地域活性化等について意見交換

▲林会頭 ▲枝廣市長 ▲小川議長

▲「FUKUYAMAインターン」のトップページ ▲実施フロー

▲感染防止対策を施し、緊急事態宣言下でも相談対応

【給付金・支援金等の相談実績】
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伴走型支援

小規模事業者を地域ぐるみで総合的に支援していくために策定した「経営発達支援計画」に基　
づき、当所の経営指導員等が小規模事業者の経営力強化に向けて、専門家と連携しながら、伴　
走型支援の一環として、経営状況分析、経営計画策定・実行に係る支援に引き続き注力した。

令和2年度事業報告〔概要版〕③

●経営発達支援計画【第２期計画】（平成30年3月認定）に基づく経営支援

【令和２年度実績】　経営状況分析  402件（前年度実績　276件）
　　　　　　　　　　経営計画策定  382件（前年度実績　183件）

当所経営指導員等による伴走型支援（金融相
談、経営計画策定、補助金申請、フォローアッ
プ等）について、２４社の事例を１冊に取りま
とめた「支援実例集」を発行。当所の経営支援
に関心がある方、自社の経営の参考にしたい
方、関係機関などに配布した。

●伴走型支援実例集の作成

●創業支援
「創業塾」の開催や個別相談、また、ひろしま産業振興機構の創業サポーター制度などの活用に
より、ビジネスプランの作成や資金調達、各種届出・手続、税務、労務など、創業者に寄り添った
支援を行った。
【令和2年度創業件数】　22件（前年度実績　12件）

小規模事業者の販路開拓の推進並びに伴走型
支援事業所の掘り起こしを図るため、つぎのとお
り開催した。
・専門家による商工会議所からの支援の受け方や国の事
　業再構築支援の動向について
・事業者より当所職員と取組んだ販路開拓や補助金活用
　などの事例紹介
・専門家のコーディネートによる参加者同士のマッチング

●販路開拓フォーラム2021＆ビジネス交流会の開催 【実施日：令和３年２月１８日】

●新型コロナウイルス禍対策見舞金事業
新型コロナウイルス禍により、厳しい社会経済環境のもと、感染防止
と日々の経営の両立に苦慮しながら、事業活動に取り組む会員事業
所に対し、会費負担の軽減に繋がる見舞金を支給した。

見舞金額：１社１万円（法人１口会費相当額）
支給件数：4,662社

●緊急就活応援ラジオ～今こそ地元で働こう！
コロナ禍で対面の採用活動が制限される中、「エフエムふく
やま」の番組「就活応援ラジオ～今こそ地元で働こう～」の
放送や、同社のFacebook、You  Tubeを通じて会員企業の
採用情報を広く発信した。

参加企業　８６社

【新型コロナウイルス感染症関連の相談件数の推移　令和２年１月２９日～令和３年３月３１日】

事例発表：  ５者 ／ 参加者：  ２４名

▲商工会議所からの支援の
　受け方を説明する川上講師

▲販路開拓の事例発表

▲グループワークの模様 ▲ビジネスプランを専門家に相談 ▲ビジネスプランを発表する参加者▲就活ラジオ収録風景

▲伴走型で経営のレベルアップを図った具体的な事例を紹介

所報で会頭からのお見舞いの▶
　　　メッセージを添え周知
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３．産業の発展と潜在力の強化

令和2年度事業報告〔概要版〕④

●広報活動
さまざまな媒体で、当所事業活動や企業経営に有益な各種情報の周知に努めた。記者会見では
会頭による事業の方針説明や毎月実施する景気観測調査（ＤＩ調査）の発表、当所主要事業の告
知・説明、会員事業所からの新製品等のＰＲ（１０社）などを行った。特に新型コロナウイルスに関
する会員事業所の経営動向や当所の取組状況及び各種支援策について重点的に発表を行った。
【その他媒体活動】・月刊誌「商工ふくやま」  ・ホームぺージ・メールマガジン「ＦＣＣＩライナ－」
　　　　　　　　  ・フェイスブック  ・エフエムふくやま「ハロー！商工会議所」

●調査事業
地域経済の実態を把握するため、毎月、市内企業の景況感について、ＤＩ方式で調査し（「景気
観測調査」）、記者会見等で公表した。また、併せて、社会・経済情勢などの環境変化に応じた
調査も適宜実施し、行政への意見活動などに活用した。
【令和２年度実績：調査協力企業数161社・回答率約９０％】 

●コロナ禍緊急対策事業
　（「福の山おたすけ事業」）
国・県・市の支援策が講じられる前の当所独自
の緊急対策として、つぎの「福の山おたすけ事
業」を実施した。
①「福の山おたすけ掲示板」を当所サイトに開設
　（コーナー）
　・「販売促進・マッチング」　　　掲載数　11事業所
　・「食品ロス」　　　　　　　　　掲載数　　8事業所
　・「デリバリー・テイクアウト」　掲載数　50事業所
　・「新型コロナ感染症防止対策取り組み事業所紹介」
　　　　　　　　　　　　　　　　　掲載数　20事業所
②「福の山おたすけチケット事業」の実施　
　　　　　　　　　　　　　　活用事業所数　36事業所

●企業と学生の交流事業「モグジョブ」
企業の採用担当者と学生の交流事業を開催。コロナ禍で一部はオンラ
イン開催としたが、遠隔地からの参加も可能となり好評だった。
市内2大学で開催し、参加延べ数は、事業所6社、大学生10名であった。

●雇用シェアマッチング
（公財）産業雇用安定センター広島事務所との協定に基づき、
人材の送出企業と受入企業のマッチングを行い、在籍型出向
制度等の推進により雇用のミスマッチの解消に取り組んだ。

人手不足に対する取り組み

【FCCIライナー】配信先　1,643件　「コロナ禍緊急対策臨時号」発行7回

【中国新聞備後版への一面広告】

学食を食べながらの情報交換▶

マッチングのイメージ▶

◀「FCCIライナー」で定期的な情報
　発信に加え、コロナ禍関連などは
　臨時号を発行し、会員をサポート

　所報「商工ふくやま」を一般書店▶
　（啓文社ポートプラザ店）で販売
　開始。県内初の取組み。

▲当所ホームページに設置

▲令和２年５月１８日掲載

【福の山おたすけチケット事業】

▲コロナ禍で苦しむ飲食店、小売店を支援

【新型コロナ感染症防止対策取組み事業所紹介】

▲感染防止に取り組む事業所を紹介
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▲アイネスフクヤマ前の歩道の様子

▲多くの人で賑わう旧CASPA前

▲にぎわう夜の駅前▲オープンテラス

当所ホームページの「福山の誇る伝統産業のコーナー」▶

▲商談風景

ホームページで紹介▶

▲各エリアで感染対策を喚起

令和2年度事業報告〔概要版〕⑤

中心市街地の賑わい創出と回遊性の向上
●福山駅前等歩道空間活用社会実験
　ＯＰＥＮ ＳＴＲＥＥＴ ＦＵＫＵＹＡＭＡ 2020 Vol.5
　 【開催日：令和2年10月17日・18日】

福山駅前再生の機運醸成のため、公共歩道空間で賑わい
創出・回遊性向上を目的に開催。ｗithコロナの観点から
独自の開催基準を設け、「新しい日常下での、にぎわいづ
くりの社会実験」として感染対策を徹底し開催。回遊性を
促すため、各エリアへ「花オブジェ」を設置し、歩道空間を
彩る工夫をした結果、開放的な空間での飲食や買い物、
散策を楽しむ来街者で両日とも賑わった。

●ふくやま駅前マルシェ
　 【開催日：令和3年3月13日・14日】

コロナ禍による福山駅前等の人出の減少を上向き
にすべく、駅前等の賑わい創出や回遊性の向上に
寄与する取組の一環として、福山駅前釣り人像広場
や旧CASPA前歩道空間を活用した「ふくやま駅前
マルシェ」を開催。国家戦略特区に認定されたアイ
ネスフクヤマ前歩道空間でのイベントとの相乗効果
により、想定以上の賑わいが生み出された。

●伝統産業の紹介
「福山琴」、「松永下駄」、「鞆保命酒」、「備後畳表」、「備後絣」の
５つの伝統産業について、当所ホームページに「福山の誇る伝統
産業」のコーナーを開設。それぞれの伝統産業の成り立ちや歴史、
商品の特徴について紹介し、販路拡大や情報発信を支援した。

●広島県中小企業知財支援センター福山サテライト
中小企業のものづくり技術の向上及び競
争力と経営基盤の強化に資するため、知的
財産に精通したアドバイザーによる特許技
術の商品化や既存技術の応用等に係る相
談・指導を実施するとともに、当所独自の
知的財産取得支援制度の活用を図った。

【開催日：令和3年3月3日】●ビジネスマーケット備後2020
対面での営業活動が制限されるなか、消毒液、アクリル板の設
置、フェイスシールドの配布などの感染防止策を徹底し、さらに
事前マッチング制を取り、効率的な面談・名刺交換会を開催。
備後圏域連携協議会の協力もあり、備後圏域６市２町からの参
加者も得、コロナ禍にあっても新たなビジネスチャンスを求め
る、意欲的な事業所から８７事業所の参加があり２０１面談が
行われた。参加者の６割が見積もりの提出や再面談の約束を取
り付けるなど、withコロナの中での新たなビジネス交流事業を
展開した。

参加企業　　　87社
面　  談　 201面談

●オンリーワン・ナンバーワン企業
当地域に多く存在する独自の技術や製品できらりと光る「ものづ
くり企業」の調査・発掘への取組の一環として、「オンリーワン・ナ
ンバーワン企業」の新規募集と既存情報の更新を行うとともに、
ホームページをリニューアルし「ものづくり企業」の認知度向上に
努めた。
掲載企業数　オンリーワン　31社
　　　　　　ナンバーワン　59社

24 13

相談件数の推移
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４．地域資源を活用した都市力の向上

【主なセミナーと受講者数】
・働き方改革企業経営者勉強会　45名
・管理者研修　　　　　　　　　48名
・若手社員研修　　　　　　　　50名
・女性活躍推進セミナー　　　　 64名
・第５４回福山青色学校　　　　   25名

簿記検定受験者数の推移（各級合計）

（件数）
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EPA発給件数の推移
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平成26年度

▲プロの技を学ぶ受講者

▲若手社員研修の一コマ

◀山野峡ワイナリー
　のブドウ畑を見学

せらワイナリーで▶
説明を聞く参加者

お酒について知識を▶
深める受講者　

令和2年度事業報告〔概要版〕⑥

●まちゼミ福山
　 【第14回令和2年9月26日～10月31日
　　 第15回令和3年3月 1日～  3月31日】

専門店ならではの知識や情報、技やコツを受講者に
無料で伝授する、得する街のゼミナール「まちゼミ福
山」を開催。商店街の店主やスタッフが講師となり商
品・サービスの特徴や取扱い方を説明することで、お
店独自の考え方や商品に対する愛着を伝え、お店の
ファンづくりに取り組んだ。

参加店数：　  ２３店　
講  座  数：　  ２４講座
受講者数：　１９６名 

人材育成
●日商簿記検定試験2・3級受験対策講座の開講
企業が求める資格第１位である日商簿記
検定試験2・3級の受験対策講座を開講。
受講者は高校生から社会人まで幅広く、年
間で173名が受講。基礎知識の定着から
過去問題の演習まで指導し、企業の人材
育成と検定試験の普及・拡大に努めた。

●セミナー開催
従業員の資質向上のため各種セミ
ナーを開催。新型コロナウイルス感
染症の影響で、新入社員研修など
が中止を余儀なくされたが、オンラ
インを取り入れるなど工夫し開催。
また、従業員の働き方改革など、就
業環境整備のための経営者向けセ
ミナーも開催した。

※令和２年度は新型コロナ感染症により第155回簿記
　検定試験は中止となり、年２回の開催となった。

ワイン振興の取り組み
地域資源（「ばら」、「ぶどう」）を活用した地域活性化

ワインを核とした地域活性化を目指し、産学官民連携により設立した「備後福山ワイン振興協議会」
の活動を通じて、これまでに商品化された赤ワイン「備後ワイン」などの販路開拓や新規参画事業
者の育成・支援、備後福山産ワインの認知度向上、消費拡大等に取り組んだ。
また、2025年に福山で開催される「世界バラ会議」に向け、福山大学が研究を進めるバラ科酵母
を活用した「新たな福山ワイン」の共同研究・開発に着手するとともに、福山近郊のワイナリーをめ
ぐる「ワインdeバスツアー」を開催した。

●地域企業の海外取引等支援
非特恵原産地証明・サイン証明・インボイス証明の発給及び日本商工会議所福山事務所として、
EPA（経済連携協定）に基づく特定原産地証明などの貿易関係証明の発給を通して、地域企業
の海外取引等の支援を行った。全国的に発出された緊急事態宣言に伴い、窓口での交付を中止
し、郵送での交付に切り替えるなど、申請事業所の安全に配慮し、発給業務を継続した。

国際経済交流の推進と中小企業の海外ビジネス支援
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会員数の推移

（件数）
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生命共済制度「福の山共済」加入口数の推移

（口数）
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５．当所組織運営基盤の強化と会員サービスの充実

令和2年度事業報告〔概要版〕⑦

●部会・委員会活動
11部会の正副部会長よりコロナ禍が業界に及ぼす影響をヒアリングし、経済行政懇談会の場で報告
するなど、業界の動向に即した運営を行った。
また、委員会活動では、8常設委員会並びに４特別委員会等を適宜開催した。特に、経済政策委員
会では「令和３年度税制改正」に対する意見集約を行うとともに、都市づくり委員会喜多村委員長と
幹線道路・港湾整備特別委員会大山委員長が「福山道路等幹線道路網に関する公聴会」に経済界
を代表して出席し、早期整備の必要性について意見陳述するなど、活発な活動を展開した。

●女性会
with コロナの中、状況に応じた活動を活発に展開した。
・例会において、福山市田中保健所所長を講師に感染防止対策の研修
・手づくりアロマ石けんの作製。寄贈
・親会、青年部との懇談会の開催
・全国大会への動画でのメッセージ発信

●青年部
全国的に緊急事態宣言が発令されるなど、活動に制約の多い１年であったが、You Tubeでメッセージ
を発信したり、Zoomを活用した役員会、例会を開催するなど、新たな取組みを行い、with コロナの
中で活発な活動を展開した。

会員数の推移
コロナ禍の影響により、会員増強運動の展開が困難な中、コロナ対策としての共済加入や
経営相談等の事業所支援に伴う加入促進を積極的に推進し、会員数の維持に努めた。
【令和2年度末　5,275会員】

共済制度「福の山共済」の推進　
会員事業所の福利厚生の充実、さらには当所財政基盤の強化を図るため、引受会社であ
るアクサ生命保険㈱と連携しながら加入促進活動を展開した結果、平成24年から9年連
続の増加となった。

定例会見を会員事業所の新製品などのPRの場として提供し、販路開拓や提携先の募集な
ど、マスコミを活用した情報発信を支援した。　【令和２年度発表件数　10件】

定例会見で新商品等を紹介

◀小売商業・卸売商業正副部会長より
　業界の状況を聴取

▲ウエスギ(株)▲(株)福山健康舎 ▲(株)和田製作所

公聴会に出席し意見を▶
述べる喜多村委員長　

◀You Tubeでメッセージを
　送る籔田会長

Zoomを使い▶
例会を開催　

◀当所と当所青年部から、コロナ禍で
　の活動のあり方について意見聴取を
　行った。

全女連倉敷総会に動画で▶
エールを送る。 
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▲令和２年度代表受章者（正副会頭・専務理事と共に）

◀両側玄関に足踏み
　式消毒液を設置

▲貸会議室の定員削減

▲相談者の安全安心に配慮

▲貸会議室は毎回消毒

▲2階・8階で分散勤務

▲飛沫感染を防止

▲テナント向け勉強会開催

◀職員全員が
　eラーニングを修了

▲出展者募集チラシ

▲全事業所の出展商品を掲載
　した冊子を来場者に配布

▲販路拡大を図るため展示商品は当所ホームページにも掲載

▲ブース展示① ▲ブース展示②

▲ブース展示③ ▲商談風景

【開催日：令和3年2月26日】

令和2年度事業報告〔概要版〕⑧

●創業永年会員・優良従業員表彰事業
社会経済の変遷の中、会員事業所並びに従業員の永年にわたる精進と努力に敬意と感謝を表す表彰
式を、新型コロナウイルス感染防止の観点から、議員全員協議会の中でコンパクトかつ簡潔に開催し
た。創業永年会員194 社・優良従業員537名を表彰。

●会員交流会「新型コロナウイルス感染症対策グッズフェア」
　 【開催日：令和2年10月27日】

コロナ禍により展示会や商談会が中止・延期され、営業活動が制限される事業所や、感
染症対策グッズの情報収集や入手ルートに課題を抱える企業も多いことから、感染防止と
社会経済活動の両立環境の構築を図るため、最新の感染症対策製品や商品・サービスを
一堂に集めた「新型コロナウイルス感染症対策グッズフェア」を開催した。

会員サービス事業の実施

会議所ビルの運営・事務局のコロナ対策
建物及び設備機器の保守・整備や必要個所の補修を行い、照明器具のLED化に取組むなど、環境に
も配慮した運営を行った。また、コロナ禍においても、テナント入居者、貸室利用者、来館者への安心・
安全に最大限配慮した対策をハード・ソフト両面から講じる中で、入居率、貸室利用率向上に努めた。

【入居数　45 事業所・団体】

出展社数　　32社
総出展品目　57品目
来場者数　　133社　240名
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